
平成３０年３月２２日

建   設   局

都市計画道路 戸畑枝光線他街路事業  公共事業再評価について（報告） 

１．概要 

  戸畑枝光線は、都市高速２号線（戸畑出入口）と同５号線（枝光出入口）を直結させ

るとともに若戸トンネルとも接続し、本市の目指す環状放射型の自動車専用道路ネット

ワークを構築する路線である。

本路線の整備により、走行時間の短縮とともに、市街地や周辺地域での交通渋滞の緩

和、都市高速４号線大谷～紫川間の災害時での代替ルートの確保などが図られることか

ら、確実に進捗させていく必要がある。

これまで１期区間を平成２３年度から事業着手しているが、この間、地権者や関係機

関との協議に日時を要したことや大震災後の技術指針の改定があったことから、事業期

間及び事業費の見直しが必要となった。

このため、戸畑枝光線他街路事業について「公共事業再評価」の所定の手続きを行う

ものである。

２．事業内容・・・資料１ 

   戸畑枝光線    延長 約４．４km（「戸畑出入口」～「枝光出入口」）
幅員 ９ｍ～３１ｍ（４車線）

             うち１期 Ｌ＝約２．７km（「牧山出入口」～「枝光出入口」）
               ２期 Ｌ＝約１．７km（「戸畑出入口」～「牧山出入口」）
   汐井町牧山海岸線 延長 約０．８km（牧山出入口へのアクセス道路）
            幅員 １２ｍ～２５ｍ（２車線）

３．変更概要・・・資料２ 

 （１）事業期間および事業費

路 線 名
前回（H27．8） 今回

備考
事業期間 事業費 事業期間 事業費

戸畑枝光線（１期） H23～H30 120億円 H23～H34 140億円 ４年延伸

20億円増

戸畑枝光線（２期） H26～H36 280億円 H26～H38 280億円 ２年延伸

汐井町牧山海岸線 H23～H30 50億円 H23～H34 58億円 ４年延伸

8億円増
全 体 450億円 478億円

 （２）事業期間の主な延伸理由

    ・地権者や関係機関との協議に日数を要したこと

    ・新たに地盤改良工事を行う必要が生じたこと

 （３）事業費の変更要因

    ・建物撤去後の地質調査結果や技術基準の改定による工事の追加

    ・人件費や資材価格の高騰、消費税率改定

    ・土地価格の変動

４．今後の手続き（予定） 

    平成３０年３月   公共事業評価に関する検討会議（外部評価）

    平成３０年５月   市民意見の聴取（パブリックコメント）

    平成３０年６月～  事業計画の変更手続き
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（都）戸畑枝光線

○路線概要：L=4.35km W=18m（代表） C=420億円
○事業期間：平成23年度～平成38年度
○道路規格：第2種第2級（自動車専用道路）
○設計速度：60km/h（北九州都市高速道路と同じ）

〔内訳〕

牧山枝光間（１期区間） ：

○路線概要：L=2.73km W=  9.1m～31.0m C=140億円
○事業期間：平成23年度～平成34年度
戸畑牧山間（２期区間） ：

○路線概要：L=1.62km W=18.5m～21.0m C=280億円
○事業期間：平成26年度～平成38年度

（都）汐井町牧山海岸線 ：

○路線概要：L=0.79km W=12m～25m C=58億円
○事業期間：平成23年度～平成34年度
○道路規格：第4種第3級（鉄道交差部）

第4種第2級（現道改築部）
○設計速度：40km/h

戸畑区役所

若松区役所

（都）戸畑枝光線

○路線概要：L=4.35km W=18m（代表） C=420億円
○事業期間：平成23年度～平成38年度
○道路規格：第2種第2級（自動車専用道路）
○設計速度：60km/h（北九州都市高速道路と同じ）

〔内訳〕

牧山枝光間（１期区間） ：

○路線概要：L=2.73km W=  9.1m～31.0m C=140億円
○事業期間：平成23年度～平成34年度
戸畑牧山間（２期区間） ：

○路線概要：L=1.62km W=18.5m～21.0m C=280億円
○事業期間：平成26年度～平成38年度

（都）汐井町牧山海岸線 ：

○路線概要：L=0.79km W=12m～25m C=58億円
○事業期間：平成23年度～平成34年度
○道路規格：第4種第3級（鉄道交差部）

第4種第2級（現道改築部）
○設計速度：40km/h

資料１
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都市計画道路 戸畑枝光線他 街路事業 事業計画の変更

◆概要（１２０億円 → １４０億円（２０億円増））

・補償物件がある未買収地での地質調査はできない
ため、近隣の既存調査結果をもとに設計を行っていた。
・用地買収後に調査を実施し、詳細設計を行った結果、
地盤改良が必要となった。
・工事費の増額には人件費や資材価格の高騰、消費
税の増税による影響も含む。
・用地補償費は、地価の変動や精査などにより減額。

◆工事費（地盤改良工事）
・事業着手後の地質調査結果と東日本大震災の被災状況を踏まえた技術指針の改訂※2 （平成２４年度）によ
り、地盤改良工事（深層混合処理（セメント系固化材を混ぜることで土の強度を増す）工法）が必要となった。

・上記の追加工事は、用地買収後に構造物施工箇所の地質調査を実施し、詳細設計を行った結果、明らかと
なったものである。

事業期間の延伸（戸畑枝光線（１期））

◆概要（Ｈ２３～Ｈ３０ → Ｈ２３～Ｈ３４ （４年延伸））
・民間専用跨線橋に係る補償交渉等※1に日数を要した。
・新たに地盤改良工事を行う必要が生じた。

事業費の増額（戸畑枝光線（１期））

※１ ・交渉の途中で、地権者敷地内に新規工場立地が計画されたため、
跨線橋架替位置の変更の調整や再設計などのほか、工場立地に
伴う工事の競合等の調整に日数を要した。
・また跨線橋架替工事については、ＪＲは線路への影響部分のみ
工事を受託するが、今回、 地権者は全ての工事をＪＲに委託する
ことを希望し、その協議に日数を要した。

※２ 技術指針の改訂内容：大規模地震への対策（液状化対策の検討と実施）の義務付け。

事業着手後に得られた
地質調査結果

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

当初

変更

用地補償交渉
（JR協議含む）

跨線橋架替
（JR委託）

道路工事
（盛土等）

道路工事
（盛土等）

跨線橋架替 地盤改良

１年３年

用地補償交渉
（JR協議含む）

項目 変更前 変更後 差

工事費 ６９億円 ９３億円 ２４億円

用地補償費 ４４億円 ４０億円 ▲ ４億円

調査費等 ７億円 ７億円 ―

計 １２０億円 １４０億円 ２０億円

工事費 金額

地盤改良工事 ２２万ｍ３（延長１３６０ｍ 幅員１８ｍ 深さ９ｍ） ＋２２億円

人件費や資材価格の高騰、消費税の増税の影響 ＋ ２億円

地
盤
改
良
範
囲
（
地
表
か
ら
12
ｍ
）

地盤改良工事状況

資料２
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下水道管（Φ５．７ｍ）

▽軌道面 ▽軌道面

車道
歩
道

歩
道

防護工

車道

◆概要（Ｈ２３～Ｈ３０ → Ｈ２３～Ｈ３４ （４年延伸））
・事業着手後、地元や警察、ＪＲ九州との協議で工事中の迂回路設置が必要となり、工事ヤードが確保できず、
ＪＲアンダーパス工事（旅客線）と橋梁工事の同時施工ができなくなった。

事業期間の延伸（汐井町牧山海岸線）

事業費の増額（汐井町牧山海岸線）

◆概要（５０億円 → ５８億円（８億円増））
・ＪＲアンダーパス部（貨物線）において、下水道管防護工
（地盤改良工事）の追加及び道路断面の変更等が必要と
なった。
・工事費の増額には人件費や資材価格の高騰、消費税の
増税による影響も含む。

◆工事費（ＪＲアンダーパス部（貨物線））
・事業着手後、ＪＲ九州が下水道管の位置を詳細に調査した結果、道路（函渠）と非常に近くなることが判明し、
下水道管の浮き上がりを防止するため、下水道管防護工の追加及び道路断面の変更等が必要となった。

事業期間の延伸（戸畑枝光線（２期））

◆概要（Ｈ２６～Ｈ３６ → Ｈ２６～Ｈ３８ （２年延伸））
・近接する九州旅客鉄道株式会社との協議に日数を要し、その後の用地測量、補償調査の着手が遅れた。

※１ ＪＲアンダーパス部はＪＲ九州の設計・施工となる。下水道
管の位置をボーリング調査した結果、道路（函渠）と非常に近くな
ることが判明したため、道路断面の変更及び下水道管の防護工
の検討に日数を要した。

道路断面変更イメージ図

工事ヤード

迂回路

橋梁工事
（市施工）

ＪＲアンダーパス工事
[旅客線]（ＪＲ九州委託）

下水道管

防護工
一部切欠き

項目 変更前 変更後 差

工事費 ４４億円 ５２億円 ８億円

用地補償費 １億円 １億円 ―

調査費等 ５億円 ５億円 ―

計 ５０億円 ５８億円 ８億円

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

当
初

変
更

用地補償交渉
JR協議

JR協議
用地補償交渉

本工事

２年

本工事

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

当初

変更

JR協議 ＪＲアンダーパス工事（JR九州委託）

橋梁工事
（市施工）

ＪＲアンダーパス工事
（ＪＲ九州委託）

JR協議 ＪＲアンダーパス部
詳細設計（ＪＲ九州委託）

橋梁工事
（市施工）

※１

工事費 金額

下水道管防護工の追加、道路断面の変更等 ＋ ７億円

人件費や資材価格の高騰、消費税の増税の影響 ＋ １億円

ＪＲアンダーパス工事
[貨物線]（ＪＲ九州委託）

4



都市高速２号線

大谷

都市高速５号線
東田

戸畑

紫川

枝光

都市高速４号線

前田皇后崎

東田接続
（H24年9月供用）

皇后崎ONランプ～前田ランプ

（H24年3月供用）

若戸トンネル
（H24年9月供用）

牧山

参考
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